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保育士の待遇改善について

間 非正規保育士の待遇改善
はどうする

答 日額250円、月額1万円加
算する

質
　
正
規
保
育
士
と
非
正

規
保
育
士
の
年
収
は
ど
の

く
ら
い
か
。

野
見
山
こ
ど
も
育
成
課
長

正
規
保
育
士
は
、
平
均
５

５
０
万
円
程
度
だ
。
非
正

規
は
、
平
成
２８
年
度

に
処

遇
改
善
加
算
さ
れ
て
年
間

約
２
３
５
万
円
だ
。

質
　
公
立
保
育
所
の
保
育

士
は
足
り
て
い
る
か
。

こ
ど
も
育
成
課
長
　
不
足

し
て
い
る
た
め
待
機
児
童

が
い
る
。

質
　
民
間
は
ど
う
だ
。

こ
ど
も
育
成
課
長
　
発
生

し
て
い
る
。

質
　
待
機
児
童
数
は
。

こ
と
も
育
成
課
長
　
昨
年

度
２５
名
、
〈
７
年
度

は
２９
名

だ

。
年
度
当
初

は
全

員
入

所

で
き

る
が
、
後
半

に
待

機
が
増
え
る
。

質
　
保
育
士
が
足
り
な

い

か
ら
待
機

児
童

に
な

る
。

非
正
規
保
育
士

の
待
遇
改

善

が
必
要
だ
。
待
遇
改
善

策
は
ど
う
な

っ
て
い
る
。

こ
ど
も
育
成
課
長
　
処
遇

改
善

は
、
基
準
賃
金

が
７

４
２
０
円
。
こ
れ

に
日
額

２
５
０
円
を
加
算

し
、
月

額
手
当
１
万
円
を
加
算
す

る
。
年
収

で
約

１８
万
円
程

度
増
加
す
る
。

質
　
こ
れ
で
十
分
か
。

こ
ど
も
育
成
課
長

〈
フ
回

の
改
善

で
近
隣
自
治
体
よ

り
上
回

っ
て
い
る
。

質

　

正
規
保
育
士
ま

で
、

非
正
規
保
育
士

の
賃
金
を

上

げ
な

い
と

い
け
な

い
。

〈
フ
、
国
会

で

こ
の
問
題

が

取

り
上
げ
ら
れ

て

い
る
。

地

方

か

ら

保

育

士

の
確

保

、
保
育
園
増

設

の
予
算

を

要

求

せ

ね

ば

な

ら

な

い
。

赤
間
市
長
　
国
に
財
源
要

求
し
て
行
き
た
い
。

子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

質
　
子
ど
も
の
貧
困
対
策

と
し
て
、
子
ど
も
食
堂
が

各
地

で
開
か
れ
て
い
る
。

取
組
を
問
う
。

西
日
福
祉
事
務
所
長
　
子

ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い

て
、
継
続
し
た
取
り
組
み

体
制
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め

ニ
ー
ズ
調

査
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
組
織
、

各
種
法
人
な
ど
事
業
を
実

施
す
る
団
体
の
把
握
を
行

う
必
要
が
あ
る
。
〈
７
後
、
近

隣
市
町
村
の
取
組
等
を
研

究
し
、
取
り
組
む
。

市
長
　
子
育
て
支
援
は
政

策

の
柱
だ
。
何
ら
か
の
い

い
形
で
検
討
し
た
い
。

人権のまちづくりについて

問 人権が尊重されるまちづ

くりにどう取り組むのか

答 市政運営の重要な施策と位
置づけ、積極的に推進する

質
　
嘉
麻
市

に
お

い
て
事

業
主
人
権

・
同
和
問
題

研

修
を

開
催

し

て

い
る
が
、

福
岡
県
内

に
お
け
る
差
別

事
象
が
毎
年
２
０
０
件

ほ

ど
報
告

さ
れ

て

い
る
。
人
フ

年

に
入

っ
て
新
刊

「全
国

部
落

調
査
」
を
大
手
イ

ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
販
売
会
社

で

予
約
を
受
け
付
け
る
と

い

う

事

件

も

起

こ

っ
て

い

る
。
こ
の
部
落
差
別

の
現

状
を
踏
ま
え

て
、
〈
フ
後
、
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め

に
ど

の
よ
う

に
取

り

組

ん

で
行

く

の

カ頼
金
人
権
・同
和
対
策
課
長

同
和
問
題
は
我
が
国
固
有

の
人
権
問
題
で
あ
り
、
〓思

法
が
保
障
す
る
基
本
的
人

権
の
侵
害
に
関
わ
る
深
刻

か
つ
重
大
な
社
会
問
題
で

あ
る
。
「人
権
が
尊
重
さ
れ

る
魅

力
あ

る
ま
ち

づ
く

り
」
を
市
政
運
営

の
重
要

な
施
策
と
位
置
づ
け
、
同

和
問
題
を
始
め
と
す
る
あ

ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決

に
向
け
、
必
要
な
施
策
を

積
極
的
に
推
進
す
る
。

‐８
歳
選
挙
権
に
つ
い
て

質
　
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
主
権
者
教
育

の
充
実

を
図
る
た
め
に
、
新
年
度

か
ら
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
う
の
か
。

伊
東
学
校
教
育
課
参
事

‐８
歳

の
選
挙
権
、
い
わ
ゆ

る
主
権
者
教
育
に
つ
い
て

は
、
高
等
学
校
だ
け
の
問

題
と
し
て
捉
え
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
意
義
や
内
容

を
小
中
学
校
の
段
階
か
ら

素
地
を

つ
く

っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

意
見
　
〈フ
、
本
当

に
学
校

で
政
治
や
選
挙
に
つ
い
て

き
ち
ん
と
学
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
代
に
な

っ
て

い
る
。
壼思
法
１５
条

に
お
け

る
選
挙
権

の
行
使
は
、
民

主
主
義
を
実
行
す
る
た
め

の
基
盤
と
な
る
権
利
で
あ

′一
。人

権
の
ま
ち
づ
く
り
と

は
、
人
権
と
平
和
と
民
主

主
義
の
確
立
さ
れ
た
社
会

づ
く
り
で
あ
る
。
そ
の
た

め

の
人
権
教
育

・
人
権
啓

発
の
果
た
す
役
割
は
重
要

で
あ
り
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち

に
対
し
、
主
権

者
と

し

て

の
自
覚
を
促

し
、
必
要
な
知
識
と
判
断

力

・
行
動
力

の
習
熟
を
進

め
る
政
治
教
育
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら

求

め
ら
れ

る
課
題

で
あ

′
０

。
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LGBT(性的マイノリテイ)について

間 学校教育での取り組みは

答 教育相談ができる体制を
つくりたい

質
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
対
す
る

現
状
認
識
は
。

佐
伯
男
女
共
同
参
画
推
進

室

長
　
嘉
麻
市

で
は

「誰

も

が
尊
厳
を
持

っ
て
、
自

分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
ま

ち

づ
く

り
」
を
進

め

て

い

る
。
職
員

研
修

を
実
施

し

人
権
問
題

の
理
解
を
深
め

て
い
る
。

質
　
学
校
教
育

で
の
今
後

の
取
り
組
み
は
。

伊
東
学
校
教
育
課
参
事

教
育
相
談
が
で
き
る
体
制

を

各

学

校

で

つ
く

り

た

い
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど

の
相

談
が
児
童
生
徒
か
ら
あ

っ

た
場
合

に
は
、
速

や
か
に
、

学
校
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

で

き

る
チ
ー

ム
を

つ
く

り
、

取
り
組
み
を
行

っ
て
い
き

た

い
。

民
泊
に
つ
い
て

質
　
小
中
学
生
を
対
象
と

し
た
農
林
業
体
験

や
田
舎

生

活

の
体
験
な
ど
、
教
育

の

一
環
と
し
て
の
民
泊

の

導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

秋
山
産
業
振
興
課
長
　
現

在

、
受

け

入

れ

体

制

は

整

っ
て

い
な

い
。
地

元
組

織

及

び
観
光
協
会
組
織

、

そ

し

て

、
教

育

委

員

会

等

々
が
横
断
的

に
協
議
す

る
検
討

が
必
要

で
あ

る
。

本
市

の
強
み
が
生
か
せ
る

分
野

で
あ

る
た
め
、
有
効

な
手
段
で
あ
る
と
考
え

て

い
る
。

質
　
民
泊
協
議
会

の
設
立

や
、
飯
塚

・
朝
倉

・
田
川
な

ど
と
広
域
連
携
を
呼
び
か

け
て
み
て
は
ど
う
か
。

赤
間
市
長
　
民
泊
協
議
会

だ

け

で

は

な

く

、
観

光

ル
ー
ト
等
も
含

め
、
観
光

の
振
興

は
、
一景
麻
市
だ

け

の
取
り
組
み
に
は
限
界
が

あ
る
。
筑
豊

エ
リ
ア
並
び

に
隣
接
す
る
近
隣
自
治
体

と

の
連
携
は
、
必
要
不
可

欠
だ
。
近
隣
自
治
体

の
各

市
長
と
意
見
交
換
し
、
広

域
で
可
能
な
連
携
方
法
を

模
索
し
て
い
き
た
い
。

※
他
に
広
報
誌
の
民
間
委

託
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

【Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
用
語
説
明
】

Ｌ
＝
レ
ズ
ビ
ア
ン
（同
姓

を
好
き

に
な
る
女
性
）
Ｇ

Ｈ
ゲ
イ

（同
姓
を
好
き

に

な
る
男
性
）
Ｂ
＝
バ
イ
セ

ク
シ

ュ
ア
ル
（性
別

に
か

か
わ
ら
ず
、
同
姓
を
好
き

に
な
る
こ
と
も
、
異
性
を

好
き
に
な
る
こ
と
も
あ
る

人
）
Ｔ
＝
ト
ラ
ン
ス
ジ

エ

ン
ダ
ー

（性
同

一
性
障
害

な
ど
、
むヽ
と
体

の
性
が

一

致
し
な
い
人
）へ

ｗト

〔
」■

庁舎建設について

問 庁舎 (市役所)建設は中止し、
4つの分庁舎を維持せよ

答 庁舎建設の必要性につい

て一定の理解は得ている

質
　
庁
舎
問
題
は
、
①
合

併
後
９
年
間
、
４

つ
の
支

所
方
式

が
良

か

っ
た

の

か
、
悪
か

っ
た

の
か
検
証

が
必
要
。
そ
の
上
で
②
市

民

の
疑
間
に
答
え
、
説
明

と
理
解
が
必
要
な

の
に
、

市
民
の
理
解
を
得
た
と
は

一言
い
が
た

い
。
③

１
／
３

近
く
に
の
ぼ
る
住
民
投
票

直
接
請
求
は
、
庁
舎
建
設

す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
動

機

と
す

る
も

の
と
考
え

る
。
従

っ
て
④
庁
舎
建
設

を
中
止
し
、
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
で
あ
る
分
庁
舎
方

式
は
維
持
す
べ
き
だ
。

小
林
庁
舎

・
交
通
体
系
対

策
室
長
　
庁
舎
建
設
は
広

く
周
知
し
、
一
定

の
理
解

は
得
て
い
る
。

「施
政
方
針
」
に
示
さ
れ
た

赤
間
市
長
の
政
治
姿
勢
を

問
う

質
　
住
民
福
祉
増
進
が
地

方
政
治

の
目
標

で
あ
る
。

そ
れ
は
、
国

の
政
治
と
決

し
て
無
縁
で
は
な
い
。
「施

政
方
針
」
に
触
れ
ら
れ
た

人
口
減
少

へ
の
対
応
は
、

人
間
ら
し
く
働
き
、
生
き

る
こ
と
が
難
し
い
社
会
と

経
済
の
歪
み
を
無
視
す
る

安
倍
政
権

の
政
治

で
は
、

安
倍
首
相
が
ど
ん
な
に
力

ん
で
も
事
態
は
打
開
で
き

な

い
。
国

の
政
治
を
ど

の

よ
う
に
評
価
す
る
か
。

赤
間
市
長
　
国
の
動
向
を

注
視
し
、
歩
調
を
合
わ
せ

な
が
ら
課
題
解
決
に
取
り

組
む
。

質
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
認
め
る
べ

き
で
な

い
。
中
小
企
業
振

興
条
例

の
制
定
を
求

め

′つ
。

市
長
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
反
対
で

あ
る
。
中
小
企
業
振
興
条

例
は
協
議
す
る
。

質
　
総
合
計
画
な
ど
、
重

要
な
計
画
づ
く
り
は
市
民

の
声
を
広
く
聴
く

べ
き

だ
。

市
長
　
本
当
に
必
要
で
か

ゆ

い
と

こ
ろ
に
手
が
届
く

き
め
細
か
な
市
政
運
営
を

し
た

い
と
思
う
。

質
　
熊
ケ
畑
産
廃
場
拡
張

問
題

は
、
市

が
県

に
対

し

徹
底
的

に
要
求
す
る
行
動

を
求
め
る
。

安
陪
環
境
課
長
　
昨
年

の

水
質
汚
染

の
原
因
究
明
を

県

に
申

入
れ
た

が
、
返
答

は
な

い
。

質

　
昨
年

、
１
人

の
議
員

が
政
治
倫
理
条
例

に
よ
る

資
産
報
告
を
出
さ
な
か

っ

た

。
ど

の
よ
う

に
考
え

る

か
。

市
長
　
自
分
た
ち

で
決
め

た

こ
と

を

守

ら

な

い

の

は
、
い
か
が
な
も

の
か
と

考
え
る
。
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防災口減災について

間 国土強靭化計画策定の考
えは

答 今後、見極めて検討してい
きたい

質
　
国
土
強
靭
化
計
画
の

策
定

に
つ
い
て
は
、
〈フ
後

も
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
大

規
模
自
然
災
害
か
ら
、
市

民

の
生
命
、
財
産
を
守
る

こ
と
を
最
大
の
目
的
と
し

て
、
そ
の
た
め

の
事
前

の

備
え
を
効
果
的
に
行
な
う

と
の
観
点
か
ら
早
急
に
策

定
公
表
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
が
。

松
隈
防
災
対
策
課
長
　
国

土
強
靭
化
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
は
努
力
義
務

と

な

っ
て
い
る
。
当
然
、
必
要

性
は
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う

認
識

は
持

っ
て

い
る
が
、

あ
え

て
、
策
定

し
た
方

が

い
い
の
か
、
本
７
後
、
見
極
め

て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

質
　
国
土
強
靭
化

は
、
い

か
な
る
災
害
等
が
発
生
し

よ
う
と
も
①
人
命
の
保
護

が
最
大
限
図
ら
れ
る
こ
と

②
国
家
及
び
社
会
の
重
要

な
機
能
が
致
命
的
な
障
害

を
受
け
ず
維
持
さ
れ
る
こ

と
③
国
民
の
財
産
及
び
公

共
施
設
に
か
か
わ
る
被
害

の
最
小
化
④
迅
速
な
復
旧

復
興
を
基
本
目
標
と
し
て

強
さ
と
し
な
や
か
さ
を

持

っ
た
安
全

・
安
心
な

国

土
強
靭
化
を
推
進
す
る
も

の
と
あ

る
。
地
域
防
災
計

画
と

の
整
合
性

、
調
和
を

保
ち

、
地
域

強
靭
化
計

画

策

定

の
検

討

に

つ

い

て

は
。

赤
間
市
長
　
日
頃
か
ら

の

備
え
が
重
要
だ
と

い
う

こ

と

は

十

分

認

識

し

て

い

る
。
人
命
保
護
、
市
民

の
財

産
、
復
旧

・復
興
が
素
早
く

進
行
し
て
い
く
等

々
も
含

め

て
、
県
と
連
携

し
な

が

ら
研
究
し
て
い
き
た

い
。

電
力
の
自
由
化
に
つ
い
て

質
　
本
年
４
月
か
ら
は

一

般
家
庭
や
小
規
模
店
舗
な

ど
低
電
圧
も
含
め
た
自
由

化
が
開
始
さ
れ
る
が
、
制

度
に
つ
い
て
は
。

伊
藤
総
務
課
長
　
電
力
会

社
を
自
由
に
選
べ
る
こ
と

に
な

っ
た
こ
と
で
①
電
気

代
を
よ
り
安
く
で
き
る
こ

と
②
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

あ

っ
た
電
力
小
売
り
会
社

を
選
べ
る
こ
と
③
サ
ー
ビ

ス
の
組
み
合
わ
せ
で
電
気

以
外
も
さ
ら
に
お
得
に
な

る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
し

か
し
、
か
え

っ
て
料
金

が

一局
く
な

っ
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
も
あ

る
た
め
、
十
分
検

討
し
て
決
定
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

※
他

に
公
用
車

に
ド
ラ
イ

ブ

レ
コ
ー
ダ
ー

の
装
着

に

つ
い
て
質
問

し
ま

し
た
。

市内産廃問題ついて

間 熊ヶ畑産廃場から煙かガ
スが発生している

答 県に確認する

質
　
熊
ヶ
畑
自
木
地
区
に

不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
産

廃
物
の
処
理
は
ど
う
な

っ

て
い
る
の
か
。

秋
吉
総
合

調
整
監
　

現

在
、
県
と
今
後

の
進
め
方

に

つ
い
て
協
議
中

で
あ

′つ
。

質
　
百
々
谷
最
終
処
分
場

に
つ
い
て
は
、
地
元
の
土

地
所
有
者
と
協
議
中
と
の

こ
と
で
あ

っ
た
が
そ
の
後

は
ど
う
な

っ
て

い
る

の

か
。

安
陪
環
境
課
長
　
地
元
の

区
長
と
協
議
を
進
め
て
い

′
つ

。

質
　
搬
入
超
過
と
な

っ
て

い
る
百
々
谷
中
間
処
分
場

は
、
県

の
報
告

で
は
少
し

ず

つ
改
善
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
具
体
的

に

は
ど
う
な

っ
て

い
る

の

か
。

総
合
調
整
監
　
県
の
報
告

で
は
、
現
地
立
ち
入
り
に

よ
る
目
視
で
判
断
し
た
と

報
告
を
受
け
て
い
る
。

質
　
拡
張
さ
れ
た
熊
ヶ
畑

処
分
場
と
嘉
麻
市
と
の
環

境
保
全
の
協
定
書
は
ど
う

な

っ
て
い
る
の
か
。

総
合
調
整
監
　
現
在
、
嘉

麻
市
環
境
審
議
会
に
諮
問

し
て
お
り
、
３
月
１８
日
に

市
長
に
答
申
さ
れ
る
。

質
　
昨
年
１２
月
、
搬
入
操

業
再
開
後
、
産
廃
場
内

の

立
ち
入
り
調
査
は
行

っ
た

の
か
。

総
合
調
整
監
　
２
月
２９
日

に
担
当
課
長
が
立
ち
入
り

し
、
特

に
問
題
は
な
か

っ

た
と
報
告

を
受

け

て

い

２つ
。

質
　
現
在
、
産
廃
場

の
ガ

ス
抜
き
管
か
ら
煙
か
ガ
ス

が
出
て
い
る
の
が
確
認
で

き
る
が
何
が
原
因
か
。
ま

た
、
ガ
ス
抜
き
管

に
た
く

さ
ん
の
パ
イ
プ
状
の
棒
が

差
し
込
ん
で
あ
る
の
は
な

ぜ
か
。

環
境
課
長
　
早
急
に
県
に

確
認
す
る
。

質
　
処
分
場
業
者
と
嘉
麻

市
所
有
地
と
の
境
界
問
題

に
つ
い
て
は
ど
う
な

っ
て

い
る
の
か
。

石
坂
財
政
課
参
事
　
業
者

の
敷
地
内
に
嘉
麻
市
の
水

道
管
が
埋
設
さ
れ
て
い
る

件
も
含
め
、
現
在
、
業
者
と

の
間
で
解
決
に
向
け
て
協

議
を
続
け
て
い
る
。

質
　
隣
接
し
て
い
る
同
産

廃
業
者
所
有
の
ミ
ニ
処
分

場
の
範
囲
を
示
す
図
面
は

な
い
の
か
。

環
境
課
長
　
保
健
所
に
は

デ
ー
タ

が
な

か

っ
た
た

め
、
現
在
、
県
の
本
庁
に
開

示
請
求
を
行

っ
て
い
る
。
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琴平分譲地の今後について

間 分譲地についての今後の

方針は

答 不良債権・塩漬け土地にな
らないように研究していく

質

　

１２
月
議
会
の

一
般
質

問
で
碓
井
町
時
代
に
町
が

分
譲

し
た
分
譲
地

の
中

に
、
他
人

の
土
地
を
勝
手

に
造
成
し
た
土
地
が
あ
る

こ
と

が
判

明

し
ま

し
た

が
、
現
在
の
状
況
は
。

石
坂
財
政
課
参
事
　
平
成

２８
年
度
予
算

で
、
相
続
人

の
調
査

の
予
算
計

上
を

行

っ
て
い
る
。

質
　
碓
井
町
時
代
の
分
譲

地
の
売
り
払

い
議
決
は
明

ら
か
に
、
所
有
者

・
数
字

・

面
積
等
を
偽
装
し
て
い
る

が
、
こ
の
議
決
は
有
効
か
。

財
政
課
参
事
　
既
に
分
譲

さ
れ

て

い
る
土

地
売

買

は
、
有
効
と
思
わ
れ
、
議
決

が
有
効

で
あ
る
か
は
、
弁

護
士
等
と
協
議
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

質
　
執
行
部
と
し
て
、
〈フ

後
ど
の
よ
う
な
方
針
で
臨

む
の
か
。

白
石
副
市
長
　
相
続
人
の

調
査
が
第

一
で
、
本
来

の

目
的
で
あ
る
売
り
払

い
に

向
け
て
、
多
く

の
問
題
点

を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
不
良
債
権
・塩
漬
け

土
地
に
な
ら
な

い
よ
う
研

究
し
て
い
く
。

質
　
１２
月
議
会
以
降
、
当

時
の
関
係
者
か
ら
の
協
力

的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
は
。

副
市
長
　
あ
り
ま
せ
ん
。

質
　
市
が
支
出
す
る
、
相

続
人
調
査

。
道
路

の
再
整

備

・
ツ
タ

の
撤
去
等

の
費

用
に
関
し
て
、
当
時

の
分

譲
地
の
議
案
を
提
出
し
た

方
に
対
す
る
賠
償
請
求
の

可
能
性
は
。

副
市
長
　
可
能
性
に
つ
い

て
は
研
究
し
て
い
く
。
市

が
支
出
し
た
経
費
に
つ
い

て
は
、
市
民

の
方
か
ら

の

住

民

監

査

請

求

等

を

含

め
、
不
当
支
出

で
あ

る
と

な
れ
ば
、
原
因
者

に
請
求

す

べ
き
と
な
る
か
も
し
れ

な

い
。

※
他

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
Ｋ

事
業
に
つ
い
て
、
国
政
調
査

に
つ
い
て
、
議
員
活
動
に
つ

い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

委
員
会
の

２

月

１

日

第

３
次
行
政
改
革

（案
）

等
に

つ
い
て

２

月

１

日

閉
会
中
の
継
続
審
査
に

つ
い
て

２

月

１８

日

３
月
定
例
会

の
日
程
等

に
つ
い
て

３

月

１４

日

追
加
提
出
議
案
等

に

つ

い
て

３

月

１７

日

懲
罰
動
議
等

に

つ
い
て

３

月

７

日

庁
舎
課
題
に
関
す
る
基

本
計
画
等
に
つ
い
て

‐２

月

２５

日

議

会

広

報

編

集

に

つ
い

て

１

月

１２

日

議

会

広

報

編

集

に

つ
い

て

１

月

１５

日

議

会

広

報

編

集

に

つ
い

て

１

月

２０

日

議
会
広
報
編
集
に
つ
い
て

総

務

財

政

委

員

会
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